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一
　
問
題
の
所
在

　

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
国
際
政
治
に
お
け
る
最
も
重
要
な
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。
政
治
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
中
で
、
最
も
重

要
な
の
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
ど
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
（
国
民
国
家
）
に
政
治
的
忠
誠
心

を
持
つ
か
を
決
定
す
る
。
哲
学
的
に
も
歴
史
的
起
源
か
ら
み
て
も
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
実
用
的
な
パ
ワ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

多
く
の
学
者
が
一
致
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

（
（
（

。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
は
考
え
ら
れ
う
る
多
大
な
影
響
力
が
あ
る
。
伝
統
的
な
世

界
政
治
の
重
要
な
特
徴
で
あ
る
。

　

し
か
し
現
在
で
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
過
去
に
比
べ
て
支
配
的
な
政
治
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

様
々
な
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
要
因
が
代
わ
り
に
強
ま
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
世
界
は
分
岐
点
に
あ
る
。
と
り
わ
け
グ
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ロ
ー
バ
ル
化
が
所
与
と
さ
れ
る
現
代
国
際
政
治
の
視
点
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
脱
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
す
な
わ
ち
ト
ラ
ン
ス
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
と
軸
足
が
移
り
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

　

ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
人
間
の
思
考
と
世
界
的
な
相
互
交
流
を
通
じ
て
発
展
し
て
き
た
。
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
は
、
国
家
、
国
境
を
越
え
て
人
間
を
結
び
つ
け
る
忠
誠
心
、
活
動
、
そ
の
他
様
々
な
現
象
を
含
ん
で
い
る
。

　

ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
概
念
は
、
国
境
を
超
越
す
る
勢
力
を
意
味
す
る
。
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
問
題
は
、
世

界
中
の
様
々
な
国
の
人
々
に
影
響
を
与
え
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
組
織
、
思
考
シ
ス
テ
ム
か
ら
発
生
す
る
。
遡
っ
て
古
代
ギ
リ
シ
ャ

の
ス
ト
ア
哲
学
は
、
一
民
族
、
あ
る
い
は
一
政
治
グ
ル
ー
プ
の
構
成
員
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
人
類
の
一
員
と
し
て
の
人
々
に
訴

え
た
が
、
今
日
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
宗
教
、
哲
学
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
、
文
明
の
衝
突
等
、
様
々
な
形
で
現
れ
て
い
る

（
（
（

。

　
　
二
　
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界

　

我
々
の
殆
ど
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
自
分
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
民
族
）
お
よ
び
ス
テ
ー
ト
（
国
家
）
に
対
す
る
中
心
的
な
政
治

的
忠
誠
心
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
し
っ
く
り
受
け
入
れ
る
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
政
治
的
志
向
性
は
非
常
に
馴
染
み
深
い
も
の

で
、
殆
ど
の
人
々
に
と
っ
て
代
替
を
想
像
す
る
こ
と
も
難
し
い
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
代
替
は
存
在
し
、
こ
こ
数
十
年
に
ま
す
ま

す
力
を
得
て
い
る
。
人
的
交
流
と
政
治
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
伝
統
的
国
境
を
越
え
て
動
い
て
お
り
、
無
数
の
地

域
的
、
世
界
的
繋
が
り
を
生
み
出
し
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
世
界
に
お
け
る
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
普
及

さ
せ
て
き
た
。
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グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
単
に
、
社
会
間
の
相
互
連
結
性
が
強
ま
り
世
界
の
あ
る
一
部
の
出
来
事
が
遠
く
離
れ
た
国
々
の

人
々
や
社
会
に
次
第
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
く
過
程
を
さ
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
さ
れ
た
世
界
と
は
、
政
治
的
、
経
済
的
、
文

化
的
、
社
会
的
出
来
事
が
ま
す
ま
す
相
互
に
連
結
し
、
そ
う
し
た
出
来
事
が
大
き
な
影
響
力
を
も
つ
世
界
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ

ば
、
社
会
は
他
の
社
会
の
出
来
事
に
ま
す
ま
す
多
方
面
で
、
ま
す
ま
す
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る

（
（
（

。

　

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ま
す
ま
す
進
む
経
済
、
通
信
、
文
化
の
国
境
を
越
え
た
統
合
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
、
殆
ど
は
、

商
品
、金
、人
、情
報
、ア
イ
デ
ア
が
長
い
距
離
を
移
動
す
る
ス
ピ
ー
ド
を
急
速
に
増
大
さ
せ
て
き
た
技
術
的
変
化
の
結
果
で
あ
る
。

歴
史
に
お
け
る
重
要
な
技
術
的
進
歩
の
約
九
〇
％
が
一
八
〇
〇
年
以
降
に
起
こ
っ
た
。
そ
の
間
、
発
見
と
発
明
の
頻
度
が
加
速
し

て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
れ
、
ジ
ェ
ッ
ト
機
に
よ
る
旅
行
で
あ
れ
、
そ
の
他
の
進
歩
で
あ
れ
、
こ
の
技
術
革
新
の
多
く
が
、

幾
世
紀
に
わ
た
り
支
配
し
て
き
た
国
家
志
向
を
弱
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
繋
が
り
を
拡
大
さ
せ
る
方
向
に
世
界
を
動
か
し
て
い
る
。

　

ま
ず
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
す
べ
て
を
含
む
言
葉
で
、
国
の
衰
退
か
ら
国
特
有

の
文
化
の
終
焉
、
情
報
化
社
会
の
出
現
に
い
た
る
ま
で
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
展
開
を
表
現
す
る
の
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
多
く
の
人
々
が
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
を
口
に
す
る
が
、
そ
の
言
葉
が
実
際
何
を
意
味
す
る
の
か
を
正
確
に

定
義
で
き
る
人
は
そ
う
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
肯
定
的
に
と
ら
え
る
人
と
、
否
定
的
に
と
ら
え

る
人
が
い
る
こ
と
が
一
因
で
あ
る

（
（
（

。

　

実
際
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
様
々
に
定
義
さ
れ
て
き
た
。

　

1　

何
マ
イ
ル
も
離
れ
た
場
所
で
起
こ
っ
た
出
来
事
に
よ
っ
て
局
地
的
な
出
来
事
が
起
こ
る
、
ま
た
そ
の
逆
が
起
こ
る
こ
と
ほ

ど
、
離
れ
た
地
域
を
結
ぶ
社
会
関
係
が
世
界
中
で
密
に
な
る
こ
と

（
（
（

　

2　

世
界
経
済
の
統
合
（
（
（
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3　

脱
領
土
化
あ
る
い
は
人
々
の
間
に
お
け
る
超
領
土
関
係
の
成
長
（
（
（

　

4　

時
間
と
場
所
の
圧
縮
（
（
（

　

ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
人
々
お
よ
び
民
間
組
織
の
国
境
を
越
え
た
社
会
的
、
経
済
的
、
政
治
的
繋
が
り
を
意
味
す
る
。

そ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
先
駆
け
て
存
在
し
、
ま
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
加
速
し
て
き
た
。
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
状
態
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
態
度
で
あ
り
、
幅
広
い
国
境
を
越

え
た
政
治
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
交
流
を
含
む
。
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
現
代
に
な
っ
て
急
速
に
成
長
し
て
お
り
、
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
合
わ
さ
っ
て
世
界
政
治
に
「
広
範
か
つ
革
命
的
変
化
」
を
生
み
出
し
て
い
る

（
（
（

。

　

輸
送
と
通
信
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
経
済
と
文
化
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
世
界
は
ま
す
ま
す
相
互
依
存

性
、
相
互
の
繋
が
り
を
強
め
て
き
た
。
こ
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
拍
車
を
か
け
て
き
た
。

近
代
の
輸
送
手
段
は
少
し
前
に
は
想
像
で
き
な
か
っ
た
量
と
ス
ピ
ー
ド
で
、
人
と
製
品
を
国
境
を
越
え
て
運
搬
し
て
い
る
。
船
舶

は
そ
の
大
き
さ
と
数
量
に
お
い
て
急
速
に
規
模
が
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
国
際
的
輸
送
コ
ス
ト
を
低
減
し
て
い
る
。
僅
か
一
世
紀

半
の
間
に
、
通
信
は
劇
的
な
進
歩
を
と
げ
、
電
報
か
ら
始
ま
っ
て
、
写
真
、
ラ
ジ
オ
、
出
来
事
を
録
画
す
る
能
力
、
電
話
、
複
写
、

テ
レ
ビ
、
衛
星
通
信
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
そ
し
て
携
帯
電
話
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
コ
ン
タ
ク
ト
、
ワ
ー

ル
ド
ワ
イ
ド
ウ
ェ
ブ
、
電
子
メ
ー
ル
、
ビ
デ
オ
会
議
を
通
し
て
の
情
報
と
進
歩
し
て
き
た
。
一
九
八
五
年
に
は
米
国
か
ら
他
の
国

に
四
億
二
五
〇
〇
回
の
電
話
が
か
け
ら
れ
た
が
、
二
〇
〇
二
年
に
は
そ
れ
が
五
九
億
回
に
増
え
た
。
ま
た
Ｃ
Ｎ
Ｎ
、
ア
ル
ジ
ャ
ジ

ー
ラ
な
ど
の
衛
星
テ
レ
ビ
放
送
が
世
界
の
ニ
ュ
ー
ス
を
世
界
の
殆
ど
の
地
域
、
国
に
放
送
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
通
信
革
命
は
、

想
像
で
き
る
殆
ど
あ
ら
ゆ
る
主
張
を
掲
げ
る
多
数
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
グ
ル
ー
プ
の
形
成
と
成
長
を
助
長
し
た
。

　

こ
う
し
た
グ
ル
ー
プ
は
国
連
な
ど
の
国
際
機
関
を
通
し
て
国
際
的
に
も
、
国
内
的
に
も
重
要
な
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
て



グローバル化された世界におけるトランスナショナリズムの潮流

5

い
る
。
ま
た
通
信
革
命
の
結
果
、「
民
主
的
国
際
主
義
」
が
助
長
さ
れ
、
民
主
化
の
波
が
国
際
的
に
拡
大
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
通
信
に
よ
り
異
な
る
国
々
の
市
民
が
相
互
に
影
響
し
あ
い
、
意
見
を
交
換
し
、
政
治
活
動

を
組
織
し
、政
治
行
動
に
乗
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

（
（（
（

。
一
九
八
〇
年
代
末
か
ら
九
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
の
東
欧
、

旧
ソ
連
の
民
主
化
、
現
在
進
行
中
の
中
東
で
の
民
主
化
運
動
の
拡
大
は
そ
の
例
で
あ
る
。

　

ま
た
輸
送
、
通
信
の
世
界
化
は
経
済
の
国
際
的
相
互
依
存
を
強
め
、
貿
易
、
海
外
投
資
を
拡
大
さ
せ
、
経
済
的
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
を
加
速
し
て
き
た
。
ド
ル
、
セ
ン
ト
と
い
う
額
に
お
い
て
貿
易
が
拡
大
す
る
以
上
に
、
世
界
的
経
済
交
流
は
、
互
い
と

互
い
の
製
品
に
慣
れ
親
し
む
こ
と
に
よ
り
、
人
々
を
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
結
び
付
け
て
き
た
。
あ
る
調
査
に
よ
る
と
、
日
本

人
に
ア
ジ
ア
諸
国
と
欧
米
諸
国
の
ど
ち
ら
に
よ
り
親
密
感
を
覚
え
る
か
と
尋
ね
た
際
、
回
答
者
の
五
四
％
が
「
欧
米
諸
国
」
と
答

え
た
。
ま
た
、
な
ぜ
欧
米
諸
国
に
一
体
感
を
も
つ
の
か
と
の
問
い
に
対
し
て
は
、
八
九
％
が
「
経
済
的
相
互
作
用
」
の
た
め
と
答

え
て
い
る

（
（（
（

。

　

ま
た
輸
送
と
通
信
の
発
達
は
人
々
の
国
際
的
交
流
の
頻
度
を
増
し
、
文
化
の
差
を
縮
め
、
文
化
的
統
合
を
促
進
し
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
市
民
社
会
の
形
成
に
寄
与
す
る
。
ビ
ッ
グ
マ
ッ
ク
、
ジ
ー
ン
ズ
、
ロ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
映
画
、
ア
イ
ポ
ッ
ド
な
ど
に

代
表
さ
れ
る
世
界
共
通
の
大
衆
文
化
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
市
民
社
会
が
発
達
す
れ
ば
、
地
域
的
、

あ
る
い
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
統
治
の
仕
組
み
が
形
成
さ
れ
、
領
土
的
な
国
家
を
補
足
し
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
置
き
換
わ
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
世
界
共
通
文
化
は
多
く
が
米
国
、
西
欧
を
源
泉
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
欧
米
の
経
済
的
、
政
治
的
力
を
反
映

し
て
い
る
。こ
れ
は
必
ず
し
も
欧
米
の
文
化
的
優
位
性
を
意
味
し
な
い
。文
化
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、文
化
の
輸
入
に
対
し
て
は
、人
々

の
七
五
％
が
好
意
的
に
受
け
止
め
て
い
る
半
面
、
七
五
％
は
伝
統
的
文
化
を
弱
め
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
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三　

ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
系
譜

　

ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
源
泉
は
こ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
ば
か
り
で
な
く
、
古
く
は
人
間
の
思
想
か

ら
も
出
発
し
て
い
る
。
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
思
想
の
系
譜
は
、
西
洋
文
化
に
お
い
て
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
の
ス
ト

ア
派
、
東
洋
文
化
に
お
い
て
は
仏
教
に
ま
で
遡
る
。

　

ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
ア
ク
シ
ョ
ン
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
両
方
の
要
素
を
持
っ
て
い
る
。
ア

ク
シ
ョ
ン
の
次
元
で
は
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
共
通
の
目
的
を
完
遂
す
る
た
め
に
、
個
人
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
グ
ル

ー
プ
と
い
っ
た
集
団
と
し
て
、
人
々
が
国
境
を
越
え
て
協
力
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
別
の
次
元
で
は
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
は
、
政
治
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
源
泉
と
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
代
わ
る
代
替
を
提
供
す
る
。
こ
の
概
念
は
、
我
々
が

個
人
と
し
て
、
民
主
主
義
、
共
産
主
義
な
ど
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
な
ど
宗
教
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
あ
る
い
は

性
別
な
ど
人
口
動
態
的
特
長
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
な
ど
地
域
、
そ
の
他
認
識
さ
れ
る
共
通
の
絆
と
し
て
認
識
す
る
繋
が
り
を
指

す
。

　

た
だ
、
殆
ど
の
人
は
予
測
し
う
る
将
来
に
わ
た
っ
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
放
棄
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
物
事
は
変
化

し
つ
つ
あ
り
、
一
部
の
人
々
は
自
分
の
政
治
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
一
部
あ
る
い
は
全
部
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
か
ら
他
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
変
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
観
察
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
そ
れ
自
体
は
、
本
来
、
平
和
を
実
現
す
る
力
で
も
な
け
れ
ば
、
対
立
を
引
き
起
こ
す
力
で
も
な
い
。
国
際
関
係
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
に
は
、
リ
ア
リ
ズ
ム
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
な
ど
が
あ
る
が
、
リ
ベ
ラ
ル
は
紛
争
的
な
国
家
中
心
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
協
調
的
な
相
互

依
存
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
が
進
行
中
で
あ
り
、
ま
た
望
ま
し
い
と
主
張
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
破
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壊
的
で
あ
る
と
考
え
て
そ
れ
に
反
対
す
る
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
運
動
も
起
こ
っ
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
思
想
は
、
長
い
間
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
支
配
さ
れ
て
き
た
政
府
思
想
の
周
辺
で
存
在
し
て
き
た

が
、
二
〇
世
紀
に
徐
々
に
再
浮
上
し
、
現
代
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
、
構
成
主
義
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
い
う
三
つ
の
現
代
ト
ラ
ン

ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
思
想
の
多
く
の
側
面
に
具
現
化
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
重
要
な
の
は
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
、
構
成
主
義
、

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
三
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
ア
ナ
リ
ス
ト
は
、
リ
ア
リ
ズ
ム
と
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
現
代
の
国

際
シ
ス
テ
ム
を
永
続
さ
せ
る
た
め
の
小
道
に
過
ぎ
な
い
と
し
、あ
る
ア
ナ
リ
ス
ト
は
、リ
ア
リ
ズ
ム
と
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
も
何
ら
「
国

際
関
係
に
平
和
を
保
証
す
る
」
も
の
で
は
な
い
、
と
主
張
し
て
い
る

（
（（
（

。

　

こ
れ
ら
三
つ
の
代
替
ア
プ
ロ
ー
チ
の
各
々
は
、
我
々
が
創
り
出
す
も
の
だ
け
が
唯
一
の
真
実
だ
と
い
う
ア
イ
デ
ア
か
ら
出
発
す

る
。
各
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
動
か
せ
な
い
真
実
の
よ
う
に
見
え
る
も
の
に
挑
戦
し
、
我
々
の
現
実
を
再
想
像
し
、
そ
れ
を
作
り
直
す

こ
と
を
奨
励
す
る
。
こ
れ
ら
の
国
家
に
関
す
る
見
方
と
し
て
は
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
は
、
国
家
は
必
要
な
も
の
で
も
不
可
避
な

も
の
で
も
な
い
。
諸
国
家
は
、
政
治
を
律
す
る
た
め
の
目
的
と
管
理
の
特
権
的
中
心
と
し
て
自
ら
を
確
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
見

て
い
る
。
構
成
主
義
は
、
国
家
は
社
会
的
構
成
物
で
あ
る
。
国
家
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
利
益
は
国
家
間
の
相
互
作
用
の
中
で

生
ま
れ
て
く
る
と
見
る
。
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
、
国
家
の
利
益
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
父
権
的
構
造
を
反
映
し
て
い
る
と
見
る
。

変
化
に
関
し
て
は
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
は
、
重
要
な
政
治
活
動
が
、
我
々
の
考
え
方
、
あ
り
方
、
行
動
の
仕
方
に
対
し
て
国
家

が
押
し
付
け
た
制
限
に
抵
抗
し
打
破
す
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
構
成
主
義
は
、
人
間
が
構
造
を
作
っ
た
の
だ
か
ら
、
人
間
が
規

則
や
そ
の
実
践
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
構
造
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
、
変
化
は
、
性
別

に
関
す
る
偏
見
と
国
家
の
性
別
に
よ
る
性
格
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
可
能
だ
と
見
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
協
力
が
も
た
ら
す
明
確
な
利
益
に
関
し
て
の
論
争
は
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
、
と
り
わ
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け
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
新
学
派
を
生
み
出
し
た
。
こ
の
議
論
は
、
単
な
る
貿
易
に
よ
る
相
互
利
益
に
と
ど
ま
ら
ず
、
主
権
国
家
の

優
越
性
を
脅
か
し
始
め
て
い
た
そ
の
他
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ア
ク
タ
ー
も
論
じ
て
い
る
。
こ
の
新
学
派
は
し
ば
し
ば
多
元

主
義
と
言
及
さ
れ
る
が
、
そ
の
多
元
論
者
に
よ
る
と
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
国
家
シ
ス
テ
ム
確
立
以
降
の
三
〇
〇
年
間
、
世
界
政

治
は
国
家
が
独
占
し
て
き
た
が
、
世
界
政
治
は
も
は
や
国
家
の
独
占
ア
リ
ー
ナ
で
は
な
い
。
こ
の
理
論
の
代
表
的
人
物
で
あ
る
ロ

バ
ー
ト
・
コ
ヘ
イ
ン
と
ジ
ョ
セ
フ
・
ナ
イ
の
共
著
に
よ
る
と
、
特
定
の
政
策
を
政
治
的
に
働
き
か
け
る
利
益
集
団
、
国
境
を
越
え

た
様
々
な
活
動
に
見
ら
れ
る
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
協
力
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
非
政
府
組
織
（IN

GO
s

）
な
ど
の
政
府

以
外
の
ア
ク
タ
ー
の
重
要
性
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
論
じ
て
い
る

（
（（
（

。 

　

こ
う
し
た
国
際
関
係
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
、
多
様
な
相
互
作
用
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通
し
て
様
々
な
ア
ク
タ
ー
が
結
び
つ
い
た
蜘
蛛

の
巣
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
現
象
が
国
際
関
係
セ
オ
リ
ー
の
語
彙
に
追
加
さ
れ
た
こ
と
は
重
要
で

あ
る
が
、
セ
オ
リ
ー
概
念
と
し
て
は
ま
だ
発
展
途
上
に
あ
る

（
（（
（

。

　
　

四　

ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
行
動
と
展
開

　

近
年
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
前
進
し
て
い
る
こ
と
は
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
数
と

活
動
範
囲
が
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
こ
と
に
如
実
に
現
れ
て
い
る
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
一
般
的
な
意
味
は
非
政
府
組
織
で
あ
り
、
市
民
社

会
組
織
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
国
境
を
越
え
て
活
動
し
、
民
間
の
個
人
か
ら
構
成
さ
れ
、
い
か
な
る
政
府
に
も
従
属
し
な

い
組
織
で
あ
る
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
定
義
の
範
疇
に
入
る
他
の
種
類
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
組
織
は
テ
ロ
リ
ス
ト
・
グ
ル
ー
プ
や
多

国
籍
企
業
で
あ
る
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
数
は
一
九
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
ま
で
の
一
〇
〇
年
間
に
、
六
九
か
ら
一
万
以
上
に
増
え
た
。
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一
九
七
五
年
以
降
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
急
速
な
進
展
と
と
も
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
数
も
最
も
急
激
に
増
え
た
。
こ
の
う
ち
、

国
連
の
協
議
機
関
と
し
て
の
位
置
付
け
を
も
つ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
一
九
五
二
年
に
は
二
二
二
だ
っ
た
が
、
一
九
九
二
年
に
九
二
八
、
現

在
は
二
〇
〇
〇
以
上
に
な
っ
て
い
る
。

　

基
本
的
に
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
そ
の
目
的
を
推
進
す
る
た
め
に
単
独
で
、
あ
る
い
は
協
調
し
て
機
能
す
る
一
種
の
利
権
団
体
で
あ
る
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
本
部
を
置
く
環
境
保
護
団
体
フ
レ
ン
ズ
・
オ
ブ
・
デ
ィ
・
ア
ー
ス
（
Ｆ
Ｏ
Ｅ
）
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
の
よ
う
な
六
七
カ
国
に
加
盟
団
体
を
も
ち
二
〇
の
関
連
組
織
を
持
っ
て
提
携
し
て
い
る
よ
う
な
団
体
も
あ
る
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
国
連

そ
の
他
の
国
際
機
関
の
国
際
会
議
へ
の
参
加
も
ま
す
ま
す
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
活
動
は
よ
り
活
発
に
な
っ
て
い
る
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は

国
際
政
治
に
お
け
る
正
当
な
ア
ク
タ
ー
と
し
て
認
知
さ
れ
て
き
て
お
り
、
扱
っ
て
い
る
多
様
な
課
題
を
情
報
普
及
、
請
願
活
動
な

ど
に
よ
り
政
治
の
中
心
舞
台
に
押
し
上
げ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
そ
の
各
国
支
部

は
、
各
国
政
府
に
対
し
て
行
動
を
起
こ
す
政
治
的
圧
力
を
加
え
て
い
る
。

　

地
域
的
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
欧
州
で
だ
け
具
現
化
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

ス
テ
ー
ト
よ
り
も
地
域
を
政
治
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
す
る
傾
向
が
増
大
す
る
こ
と
に
な
り
う
る
。
Ｅ
Ｕ
の
域
内
住
民
の
八
人

に
一
人
が
、
伝
統
的
な
国
家
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
欧
州
地
域
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
移

行
し
、
Ｅ
Ｕ
住
民
の
六
〇
％
が
Ｅ
Ｕ
に
対
し
て
あ
る
程
度
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
意
識
し
て
い
る
。
欧
州
連
合
は

第
二
次
世
界
大
戦
直
後
に
始
ま
り
、
今
は
経
済
的
統
合
を
推
進
し
、
よ
り
遅
れ
て
は
い
る
が
政
治
的
統
合
も
進
め
つ
つ
あ
る
。
軍

事
的
統
合
は
欧
州
防
衛
共
同
体
構
想
と
し
て
検
討
さ
れ
た
が
、
こ
の
条
約
が
発
効
す
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。

　

リ
ア
リ
ス
ト
に
と
っ
て
国
家
は
主
要
な
、
と
い
う
よ
り
唯
一
の
国
際
政
治
分
析
単
位
で
あ
る
。
軍
を
管
理
す
る
の
は
国
家
の
責

任
だ
か
ら
で
あ
る
。
リ
ア
リ
ス
ト
は
、
国
家
は
正
当
な
武
力
行
使
の
独
占
権
を
も
つ
実
体
で
あ
る
、
と
い
う
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
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バ
ー
の
定
義
を
奉
じ
て
い
る
。
リ
ア
リ
ス
ト
の
描
く
国
際
的
無
政
府
状
態
と
い
う
危
険
な
世
界
で
は
、
軍
事
力
だ
け
が
国
家
が
自

衛
し
、
世
界
の
舞
台
で
意
味
の
あ
る
行
動
を
と
る
手
段
で
あ
る

（
（（
（

。
欧
州
の
軍
事
統
合
は
検
討
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
進
ん
で

は
い
な
い
。

　

ア
ラ
ン
・
ミ
ル
ワ
ー
ド
は
、
諸
国
家
を
そ
の
よ
う
な
統
合
プ
ロ
セ
ス
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
気
に
さ
せ
た
要
因
を
検
証
し
、
欧

州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
（
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
）
創
設
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
引
き
続
く
経
済
回
復
を
確
実
に
す
る
こ
と
に
よ
り
国
益
を
満
た
そ
う

と
い
う
フ
ラ
ン
ス
の
願
望
の
表
れ
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る

（
（（
（

。
ミ
ル
ワ
ー
ド
は
、
国
益
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
統
合
は
国
民
国
家
が
必
要
と
し
た
と
き
に
起
こ
り
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
組
織
は
特
定
の
目
的
の
た
め
に
設
立
さ
れ

た
の
で
あ
り
、
国
民
国
家
の
影
を
薄
く
す
る
手
段
と
し
て
設
立
さ
れ
た
の
で
は
な
い
、
と
主
張
し
た

（
（（
（

。

　

し
か
し
同
時
に
、
Ｅ
Ｕ
組
織
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
を
背
景
に
、
相
当
な
推
進
力
を
提
供
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
政
策
執
行
機

関
で
あ
る
欧
州
委
員
会
、
諸
条
約
の
解
釈
・
適
用
に
つ
い
て
一
切
の
司
法
問
題
を
取
り
扱
う
最
高
司
法
機
関
で
あ
る
欧
州
司
法
裁

判
所
な
ど
は
そ
う
で
あ
る
と
い
え
る
。
最
後
に
は
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
、
個
々
の
政
府
の
政
策
決
定
能
力
と
の
間
の

対
立
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
過
程
の
中
心
的
課
題
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い

（
（（
（

。

　

多
く
の
分
析
家
は
、
文
化
的
な
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
世
界
の
調
和
を
増
進
す
る
と
信
じ
て
い
る
。
文
化
間
の
相
互
理

解
に
よ
り
、
国
内
、
国
際
紛
争
を
拡
大
さ
せ
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
、
猜
疑
心
、
恐
れ
、
そ
の
他
の
対
立
的
要
因
が
減
っ
て
い
る
。

し
か
し
別
の
分
析
家
は
、
我
々
は
共
通
の
文
化
に
進
ん
で
い
る
の
で
は
な
く
、
人
々
が
い
く
つ
か
の
互
い
に
敵
対
し
あ
う
文
化
あ

る
い
は
文
明
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
見
出
し
、
帰
属
す
る
未
来
に
向
か
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・

ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン
の
理
論
の
よ
う
な
文
化
的
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
、
文
明
の
衝
突
に
つ
な
が
る
と
す
る
見
方
で
あ
る

（
（（
（

。

ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
弱
ま
り
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
形
で
新
し
い
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
生
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ま
れ
、
諸
国
は
「
七
つ
な
い
し
は
八
つ
の
文
化
的
ブ
ロ
ッ
ク
」
に
帰
属
す
る
よ
う
に
な
る
と
唱
え
た
。
そ
の
文
化
ブ
ロ
ッ
ク
は
、

「
西
洋
、儒
教
、日
本
、イ
ス
ラ
ム
、ヒ
ン
ズ
ー
、ス
ラ
ブ
系
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
、ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、お
そ
ら
く
ア
フ
リ
カ
」
で
あ
る
。

ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン
は
こ
れ
ら
の
文
化
ブ
ロ
ッ
ク
が
「
対
立
の
根
本
的
な
源
泉
」
に
な
り
、「
異
な
る
文
明
が
長
期
に
わ
た
る
暴
力

的
対
立
を
続
け
る
」
よ
う
に
な
る
と
予
測
し
た
。
学
者
の
中
に
は
こ
の
理
論
を
拒
否
し
て
い
る
が
、
ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン
の
予
測
を

完
全
に
は
否
定
で
き
な
い
よ
う
な
、
キ
リ
ス
ト
教
的
西
洋
と
イ
ス
ラ
ム
の
対
立
が
起
こ
っ
て
い
る
。

　

宗
教
は
殆
ど
の
場
合
、
強
い
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
要
素
を
備
え
て
い
る
。
一
部
の
宗
教
は
普
遍
的
な
主
張
を
掲
げ
て

い
る
。
ま
た
一
部
の
宗
教
は
国
境
を
越
え
て
信
者
が
一
つ
に
ま
と
ま
ろ
う
と
す
る
願
望
を
生
み
出
し
て
い
る
。
宗
教
的
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
と
政
治
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
結
び
つ
く
時
、
宗
教
信
者
は
多
く
の
政
治
的
行
動
に
出
る
。
一
つ
は
自
分
の
国
の
法

律
と
外
交
政
策
を
そ
の
宗
教
の
価
値
観
に
一
致
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
他
国
の
同
じ
宗
教
の
信
者
の
目
的
に

政
治
的
支
援
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。
宗
教
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
性
は
、
ア
ル
カ
イ
ダ
指
導
者
ウ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ

ン
が
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
人
で
あ
り
な
が
ら
、
欧
米
、
エ
ジ
プ
ト
、
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
ア
ル
カ
イ
ダ
に
リ
ク
ル

ー
ト
で
き
て
き
た
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
。

　

宗
教
は
世
界
政
治
に
お
い
て
、
肯
定
的
、
否
定
的
両
方
の
面
で
多
く
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
多
く
の
場
合
、
平
和
、
正
義
、

人
道
的
課
題
を
促
進
す
る
力
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
宗
教
が
こ
れ
ま
で
多
く
の
血
み
ど
ろ
の
戦
い
、
紛
争
、
そ
の
他
の
政
治

的
暴
力
の
要
因
に
な
っ
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
こ
の
事
実
は
今
後
も
続
く
で
あ
ろ
う

（
（（
（

。

　

宗
教
は
ま
た
、
国
内
で
の
対
立
紛
争
を
引
き
起
こ
し
、
悪
化
さ
せ
て
き
た
。
さ
ら
に
世
界
の
多
く
の
地
域
に
お
い
て
宗
教
的
な

原
理
主
義
、
過
激
主
義
の
台
頭
が
懸
念
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
世
界
政
治
に
お
け
る
宗
教
の
役
割
の
例
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ム
教

が
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
宗
教
と
し
て
世
界
的
影
響
力
を
持
っ
て
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
非
イ
ス
ラ
ム
世
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界
へ
の
態
度
は
い
く
つ
か
の
歴
史
的
要
素
に
よ
り
形
成
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
出
発
に
お
い
て
平
和
的
改
宗
と

暴
力
的
征
服
に
よ
っ
て
イ
ス
ラ
ム
教
が
急
速
に
拡
大
し
た
と
い
う
「
勝
利
的
起
源
」、
二
つ
目
は
、
キ
リ
ス
ト
教
諸
国
、
と
く
に

欧
州
の
キ
リ
ス
ト
教
諸
国
と
の
対
立
、
三
つ
目
は
、
欧
州
の
様
々
な
国
に
よ
り
イ
ス
ラ
ム
教
圏
の
一
部
が
支
配
さ
れ
て
き
た
と
い

う
過
去
で
あ
る
。

　

近
代
に
お
け
る
国
際
関
係
の
重
要
な
傾
向
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
に
関
係
す
る
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
運
動
、
ト
ラ
ン
ス
ナ

シ
ョ
ナ
ル
組
織
の
増
大
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
女
性
運
動
と
そ
れ
に
関
連
し
た
団
体
が
含
ま
れ
る
。

ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
女
性
運
動
は
、
類
似
し
た
哲
学
、
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
目
標
は
、
世
界
中
の
女
性
が
協
力
し
合

っ
て
、
国
際
的
レ
ベ
ル
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
男
女
間
の
平
等
を
促
進
し
、
政
治
に
つ
い
て
の
考
え
方
、
政
治
の

や
り
方
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
女
性
、
男
女
平
等
を
支
持
す
る
男
性
は
、
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手
懸
け
、
進
歩
を
達
成
し
て
い
る
。

一
九
九
五
年
九
月
に
北
京
で
開
催
さ
れ
た
第
四
回
女
性
に
関
す
る
世
界
会
議
と
そ
れ
に
続
く
二
〇
〇
〇
年
六
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
開
催
さ
れ
た
北
京
＋
五
会
議
は
、
そ
の
分
野
に
お
け
る
活
動
の
例
で
あ
る
。

　
　

五　

終
わ
り
に
あ
た
り

　

ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
変
化
は
確
実
に
起
こ
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
に
対
す
る
抵
抗
も
あ
る
。
皮
肉
に
も
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
が
破
壊
的
だ
と
信
じ
る
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
運
動
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
も
な
っ
た

（
（（
（

。
さ
ら
に
こ
の
場
合
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
悲
惨
な
イ
メ



グローバル化された世界におけるトランスナショナリズムの潮流

13

ー
ジ
に
よ
っ
て
、
文
化
的
境
界
線
で
分
断
さ
れ
た
、
衝
突
し
て
い
る
世
界
が
想
起
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
リ
ア
リ
ス
ト
は
ト
ラ
ン

ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
こ
の
よ
う
に
考
え
が
ち
で
、
そ
の
多
く
は
、
敵
意
に
満
ち
た
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
境
界
調
整
の
危
機

に
対
す
る
防
波
堤
と
し
て
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
（
国
民
国
家
）
を
強
調
す
る
だ
ろ
う
。

　

多
元
論
の
最
大
の
貢
献
は
、
相
互
依
存
を
緻
密
に
作
り
上
げ
た
こ
と
に
あ
る
。
多
元
主
義
者
は
「
シ
ス
テ
ム
の
一
部
分
の
変
化

が
、
シ
ス
テ
ム
の
残
り
の
部
分
に
直
接
的
な
い
し
間
接
的
影
響
を
及
ぼ
す
」
相
互
連
結
性
の
高
ま
り
を
、
資
本
主
義
の
拡
大
と
グ

ロ
ー
バ
ル
文
化
の
出
現
の
た
め
と
し
た

（
（（
（

。
そ
れ
は
ま
た
、
国
家
指
導
者
の
心
に
強
固
に
確
立
し
た
完
全
な
国
家
自
立
と
い
う
概
念

が
、
相
互
依
存
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
は
じ
め
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
そ
う
し
た
展
開
が
、
協
調
の
可
能
性
を
促
進
す
る
だ
け
で
な

く
、
国
家
の
脆
弱
性
の
レ
ベ
ル
も
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た

（
（（
（

。

　

ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
活
動
主
体
と
国
家
の
関
係
は
複
雑
で
あ
る
。
世
界
政
治
と
い
う
行
為
に
お
い
て
国
境
、
ひ
い
て
は
国

家
権
力
な
ど
重
要
で
な
い
世
界
的
な
市
民
社
会
を
築
く
た
め
に
有
望
な
礎
で
あ
る
と
自
負
す
る
人
々
は
、
一
方
で
は
、
国
家
に
代

わ
る
価
値
や
忠
誠
心
の
供
給
源
と
な
る
こ
と
で
国
家
権
力
に
挑
む
。
そ
の
一
方
で
、
国
家
権
力
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
い
う
仕
事
を
一
層
厄
介
な
も
の
に
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
世
界
政
府
、
中
央
政
府
と
い
っ
た
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
（
政
府
）
が
実
現
不
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
秩
序
を
め
ぐ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
と
ら

え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
統
治
を
め
ざ
す
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
中
枢
に
あ
る
問
題
は
、
破
壊
的
力
を
持
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
な
勢

力
を
抑
え
る
だ
け
の
力
が
国
家
権
力
に
な
い
こ
と
だ
、
と
評
論
家
は
論
じ
て
い
る

（
（（
（

。
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
活
動
主
体
は
「
ソ

フ
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
す
な
わ
ち
道
徳
的
説
得
、
世
論
や
消
費
者
パ
ワ
ー
の
動
員
を
供
給
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
人
々
の
苦
し
み

を
軽
減
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
…
し
か
し
市
場
を
適
切
に
調
整
し
、
金
融
シ
ス
テ
ム
に
流
動
性
を
与
え
、
市
場
に
異
変
が

生
じ
た
と
き
は
そ
れ
を
正
す
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
い

（
（（
（

」。
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ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
こ
の
先
ど
こ
ま
で
進
歩
す
る
か
を
予
言
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
今
後
一
世
紀
の
間
に
人
類

が
共
通
の
文
化
、
そ
し
て
共
通
の
政
府
ま
で
も
共
有
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
確
実
か
ら
は
程
遠
い
。
今
日

の
超
文
化
主
義
へ
の
潮
流
が
将
来
も
続
く
こ
と
に
疑
念
を
呈
す
る
人
々
も
い
る
。
例
え
ば
、
非
英
語
圏
の
人
々
の
ア
ク
セ
ス
が
増

す
に
し
た
が
っ
て
、
英
語
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
共
通
言
語
で
な
く
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
る
ア
ナ
リ
ス
ト
も
い
る
。「
Ｗ
Ｅ
Ｂ

の
現
状
を
目
ざ
と
く
観
察
し
て
、
将
来
に
当
て
は
め
よ
う
と
す
る
の
に
は
注
意
を
要
す
る
」
と
あ
る
識
者
は
賢
明
に
も
喚
起
を
促

し
て
い
る

（
（（
（

。

　

さ
ら
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
に
対
す
る
非
常
に
弾
力
性
の
あ

る
、
回
復
力
に
富
む
障
害
で
あ
る
こ
と
は
証
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
例
え
ば
、
Ｅ
Ｕ
と
連
動
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
民
の
間
に
ト

ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
芽
生
え
た
の
は
あ
る
程
度
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
新
た
な
政
治
的
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
有
す
る
人
々
は
依
然
少
数
派
で
、
自
分
た
ち
の
伝
統
的
忠
誠
心
を
国
民
国
家
に
据
え
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
民

の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
に
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

（
（（
（

。
こ
の
動
向
は
、
少
な
か
ら
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
実
情
を
示
し
て
い
る
。

　

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
強
力
で
粘
り
強
い
力
で
あ
り
、
人
々
の
政
治
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
依
然
と
し
て
支
配
し

続
け
て
い
る
。
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